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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費増税の反動減に加え、夏季の天候不順を受けて、一時的に

消費の低迷がみられたものの、消費増税に備えた経済対策等が功を奏し、そのことが景気の下支えとなりました。ま

た、企業収益の改善や個人消費マインドの持ち直しにより、全体として緩やかな回復基調で推移いたしました。しか

しながら、先進国の景気低迷や新興国の経済成長の鈍化等の海外景気の下振れリスクによる懸念材料を残しており、

わが国においても、世界経済の動向に加え、労働力人口の減少をはじめとした潜在的な成長力の低下等による景気の

悪化・低迷などのリスクを有しており、依然として先行き不透明な状況が続くものと思われます。

建設業界におきましては、引き続き復興関連予算の執行及び国土強靭化への取組等の政府の各種経済政策により、

公共工事請負金額の増加や受注環境の好調へとつながるなど、景気の下支えとなりました。また、2020年開催の東京

五輪へ向けた動きや道路・建物等の老朽化による延命・補修のニーズ等により、今後も公共工事のみならず民間工事

についても需要増加が見込まれております。しかし、引き続き建設コスト・人件費の上昇や人手不足等の問題が深刻

であり、それらの理由による工期の遅れが想定外の収益悪化につながるなど、依然として厳しい経営環境にあるとい

えます。

このような状況下で、当社グループ全体の売上高は2,806百万円（前年同期比26.7％増）となり、営業利益は372百

万円（前年同期比239.2％増）、経常利益は382百万円（前年同期比208.0％増）、四半期純利益は225百万円（前年同期

比182.7％増）となりました。

なお、当社グループの事業は公共事業関連工事が多いため、売上高は第１四半期（７月～９月）・第４四半期（４月

～６月）に減少し、第２四半期（10月～12月）・第３四半期（１月～３月）に増加する傾向にあります。今後、このよ

うな業績の変動を平準化していく方針でありますが、当面、業績が第２四半期、第３四半期に偏る傾向が続くものと

思われます。

セグメント別の状況は、次のとおりであります。

　（切断・穿孔工事事業）

切断・穿孔工事事業につきましては、耐震補強関連工事、高速道路補修関連工事、発電所改修関連工事、橋脚補

修関連工事及び電鉄補修関連工事等の強化・市場拡大に努めました。その結果、切断・穿孔工事事業の完成工事高

は2,493百万円（前年同期比15.0％増）となりました。

　（ビルメンテナンス事業）

ビルメンテナンス事業につきましては、首都圏を中心に高層マンション等の新規顧客の開拓、またサービスの強

化に努めてまいりました。その結果、完成工事高は53百万円（前年同期比38.7％増）となりました。

　（リユース・リサイクル事業）

当第１四半期連結会計期間において、株式会社ムーバブルトレードネットワークスを連結子会社としたことによ

り、リユース・リサイクル事業の重要性が増したことから、従来よりセグメント開示上、「その他」として記載して

おりましたリユース事業につきまして、当期から新たに「リユース・リサイクル事業」とし、報告セグメントとし

て開示することといたしました。

リユース・リサイクル事業につきましては、新規の顧客開拓に努めてまいりました。その結果、売上高は260百万

円（前年同期は7百万円）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、株式会社ムーバブルトレードネットワークスが当第１四半期連結会計期

間より、連結子会社となったため、売掛金及び商品が増加、また受取手形・完成工事未収入金が増加したこと等によ

り、前連結会計年度末に比べ549百万円増加し、7,726百万円となりました。

負債につきましては、株式会社ムーバブルトレードネットワークスが当第１四半期連結会計期間より、連結子会社

となったため、買掛金及び借入金が増加、また工事未払金及び賞与引当金が増加したこと等により、前連結会計年度

末に比べ256百万円増加し、2,052百万円となりました。

また、純資産は前連結会計年度末に比べ292百万円増加し、5,674百万円となりました。この結果、当第１四半期連

結会計期間末の自己資本比率は70.9％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当社グループを取り巻く経済環境の影響を受け、第１四半期連結累計期間の業績予想に差異が生じる結果となりま

した。これにより、平成26年８月12日付で発表いたしました「平成26年６月期決算短信」における平成27年６月期の

第２四半期連結累計期間（平成26年７月１日～平成26年12月31日）の業績予想について、修正を行っております。

詳細については、平成26年11月10日発表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

当第１四半期連結会計期間において、新たに株式を取得した株式会社ムーバブルトレードネットワークスを連結

の範囲に含めております。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　税金費用の計算について、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対す

る税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて

計算する方法を採用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,516,639 2,273,176

受取手形・完成工事未収入金 1,643,913 1,978,050

売掛金 4,275 98,262

未成工事支出金 132,497 175,446

商品 ― 121,374

材料貯蔵品 65,867 77,839

繰延税金資産 47,315 47,315

その他 102,809 101,266

貸倒引当金 △5,137 △7,245

流動資産合計 4,508,181 4,865,485

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 650,319 663,464

減価償却累計額 △229,568 △239,512

建物及び構築物（純額） 420,750 423,952

機械装置及び運搬具 2,097,114 2,202,673

減価償却累計額 △1,693,474 △1,732,686

機械装置及び運搬具（純額） 403,640 469,986

工具、器具及び備品 85,562 85,994

減価償却累計額 △68,521 △70,140

工具、器具及び備品（純額） 17,041 15,853

土地 1,318,012 1,318,668

有形固定資産合計 2,159,444 2,228,461

無形固定資産

のれん 209 87,624

その他 15,522 15,436

無形固定資産合計 15,731 103,060

投資その他の資産

投資有価証券 160,174 174,375

繰延税金資産 155,208 155,208

その他 200,343 224,697

貸倒引当金 △21,627 △24,490

投資その他の資産合計 494,097 529,791

固定資産合計 2,669,273 2,861,313

資産合計 7,177,455 7,726,798
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部

流動負債

工事未払金 390,726 476,727

買掛金 1,771 74,944

1年内返済予定の長期借入金 8,328 39,336

未払法人税等 297,195 166,477

賞与引当金 34,915 145,068

その他 617,817 546,604

流動負債合計 1,350,753 1,449,157

固定負債

長期借入金 53,841 145,583

役員退職慰労引当金 75,674 143,455

退職給付に係る負債 310,433 309,215

資産除去債務 4,699 4,716

固定負債合計 444,649 602,972

負債合計 1,795,403 2,052,129

純資産の部

株主資本

資本金 470,300 470,300

資本剰余金 465,100 465,100

利益剰余金 4,499,960 4,668,495

自己株式 △122,155 △122,205

株主資本合計 5,313,204 5,481,690

少数株主持分 68,847 192,978

純資産合計 5,382,051 5,674,668

負債純資産合計 7,177,455 7,726,798
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年７月１日
　至 平成25年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年７月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高

完成工事高 2,206,595 2,546,715

商品売上高 7,947 259,537

売上高合計 2,214,543 2,806,253

売上原価

完成工事原価 1,610,457 1,689,963

商品売上原価 6,215 145,004

売上原価合計 1,616,673 1,834,967

売上総利益

完成工事総利益 596,137 856,752

商品売上総利益 1,731 114,533

売上総利益合計 597,869 971,285

販売費及び一般管理費 488,041 598,755

営業利益 109,828 372,529

営業外収益

受取利息 77 197

受取保険金 11 5,507

受取家賃 4,598 ―

持分法による投資利益 7,028 ―

雑収入 5,684 7,273

営業外収益合計 17,399 12,977

営業外費用

支払利息 122 414

支払手数料 ― 1,407

売上債権売却損 9 133

不動産賃貸原価 2,779 ―

持分法による投資損失 ― 798

雑損失 194 466

営業外費用合計 3,105 3,220

経常利益 124,122 382,286

特別利益

固定資産売却益 130 445

特別利益合計 130 445

特別損失

固定資産売却損 84 105

固定資産除却損 152 51

特別損失合計 237 157

税金等調整前四半期純利益 124,015 382,574

法人税等 43,369 147,167

少数株主損益調整前四半期純利益 80,645 235,406

少数株主利益 739 9,473

四半期純利益 79,906 225,933
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年７月１日
　至 平成25年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年７月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 80,645 235,406

四半期包括利益 80,645 235,406

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 79,906 225,933

少数株主に係る四半期包括利益 739 9,473
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成25年７月１日 至 平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
切断・穿孔工事

事業
ビルメンテナン

ス事業
リユース・

リサイクル事業
計

売上高

外部顧客への売上高 2,168,384 38,210 7,947 2,214,543 2,214,543

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 2,168,384 38,210 7,947 2,214,543 2,214,543

セグメント利益又は損失(△) 275,880 △1,802 △3,944 270,133 270,133

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 270,133

全社費用（注） △160,645

セグメント間取引消去 340

四半期連結損益計算書の営業利益 109,828

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務・経理部門等の管理本部に係る費用であります。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成26年７月１日 至 平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
切断・穿孔工事

事業
ビルメンテナン

ス事業
リユース・

リサイクル事業
計

売上高

外部顧客への売上高 2,493,704 53,011 259,537 2,806,253 2,806,253

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― 1,414 1,414 1,414

計 2,493,704 53,011 260,952 2,807,667 2,807,667

セグメント利益 498,771 1,595 8,134 508,501 508,501

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

当第１四半期連結会計期間において、株式会社ムーバブルトレードネットワークスを連結子会社としたことによ

り、前連結会計年度の末日に比べ、当第１四半期連結会計期間の報告セグメントの資産の金額は、「リユース・リサ

イクル事業」において755,875千円増加しております。

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 508,501

全社費用（注） △141,885

セグメント間取引消去 5,913

四半期連結損益計算書の営業利益 372,529

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務・経理部門等の管理本部に係る費用であります。

４．報告セグメントの変更等に関する事項

当第１四半期連結会計期間において、株式会社ムーバブルトレードネットワークスを連結子会社としたことによ

り、リユース・リサイクル事業の重要性が増したことから、従来よりセグメント開示上、「その他」として記載して

おりましたリユース事業につきまして、当期から新たに「リユース・リサイクル事業」とし、報告セグメントとし

て開示することといたしました。

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第１四半期連結累計期間の報告セグメントの区分に基

づき作成したものを開示しております。

５．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

(のれんの金額の重要な変動)

当第１四半期連結会計期間より、株式会社ムーバブルトレードネットワークスを連結子会社としたことにより、

「リユース・リサイクル事業」において、のれんの金額に重要な変動が生じております。

なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第１四半期連結累計期間においては92,125千円であります。
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